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第 11回 定時総会開催に際 しての小松理事長よりのご挨拶

① 今 年の梅雨は、入りが遅くて明けるのが早いと予測されているようですが、今日はつゆ入りを思わ

せるような空模様の中、皆様には多数お集まり頂きまして有難うございます。

② さ て、今年は百年に
一度と言われる世界的な鐘済危機に見舞われていますが、年金暮らしの私ども

にとつては、不況感が直接伝わつてくるようなことは無いと思つております。
一方、NPO法 人を取り巻く環境は年々厳しさを増し,助 成金等は全く当てにできないこともあつ

て、2年続きの赤字運営に陥つたため、20年 度は、事務局人件費の削減を初めとした効率化に加え、

シエアネット会員の拡大、サコン利用率のアップというようなことなどを重点施策として取り上tず、積

極的に取り組んでまいりました。

その結果、20年度はゃ建かではありますが、黒字に転換することが出来ました次第です。

③ と ころで、シエアネット仙台も創立以来、早や14年が経過した訳ですが、その間世の中の移り変わ

りは勿論ですが、当然のことながら、我われ自身も年を重ねてきた訳であります。

ここへきて、ボランティアの原点とも言える 「病院ボランテイア」や長年にわたり縮構人気のあつた

「シエアランチクラブ」が、世話人の高齢化等の事情により、撤退することとなり残念なことがであり

ますが、これらの関係者のご尽力に対し、本席を借りて御礼申し上iずる次第です。

会報編集も同様な問題を抱えるようになりました。

さらに、シエアネット仙台設立以来長年に亘り多大の援助を頂いてきた 「後援会」についても、この

不況ということもありますが、会員やリーダーの高齢化に伴い解散せざるを得ない状況にあります。

これらの状況を踏まえたとき、今後ともシエアネット仙台を存続させてゆくためのリ
ーダーシップを

取つて行ける人的資源をどう確保してして行くかが今後の課題かと思います。

④ 幸 い、最近会員の増加が見られますが、必ずしも団塊の世代とは限つていませんで
S、
どちらかと

いえば、皆様方のロコミやマスコミなどのお陰で、ようやくシエアネット仙台の知名度が高まつてきた

ためではないかと捕らえており、喜ばしいことと受け止めております。

⑤ 以 上のような諸状況を踏まえ、今後

は、行政からの助成金などは勿論、後援

会にも依存することなく、皆様方からの i

会費とサロン企画の教室 宮講座の収入、 |

活動グループからの寄付など、
一切をシ|

エアネット仙台の活動のなかから得られ

た資金のみで運営 してゆ く、いわゆる
「完全自立型NPO」というものを目指 し

て、鋭意取 り組んで参る所存でございま

すので、督さま方には従来にも増 して、 !

ご支援とご協力を賜りますようお願い申

し上tザ挨拶に代えさせていただきます。

本田は宣しくお願い敦します。    I
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第11回通常総会のご報告

5月30日 (土)サ ロンわいわい一番町で 「第11回通常総会」カミ開催されました。

緑川副理事長から定款第27条により本総会の必要定足数は、会員数 的人防 の1の

11携に対し、本人出席5銘 、委住状出席21路 、合計浮路で総会成立要件を満たしていることが報告され、13時鉛分

開会しました。

この後議長に板垣智さん、議爵録署名人に刃 |1寿恵子さんと佐藤功さんを選出し議事に入りました。

第1号議案抑年度事業報告、第夢謡簿譲眸 度収支決算報告、第 号議案郷年度監査報告、第李義影診1年度事業計画

鶴 、第5=乗霧診1年度収支予算 側 について理事会より報告
・提案されました。

これに対し各参加者と理事会との間で質疑応答が行われた後、次の意見
・要望について 「検討し対処する。Jと

回答し、提案どおり承認 ・決定されました。

参加者からの意見 ・要望

ユ 各 活動グループの活動内容や目標などについて会報や総会資料で明らかにされたい。

2 ゴ ルフを活動グループに入れるなどスポ
ーツ関係のイベントを検討されたし、

3 サ ロンの傘下である生活支援SSGの 位置付けを明確にされたし、

4 七 夕やクリスマスの収支が別会計になつているとの事だが、わかり易く報告されたし、

5 「 貞出運河を桜の世界名所にする会」と豊齢社会研究会との関係を明確にされたし、

このあと役員改選について小松理事長より次のとおり提案され満場
一致決定した。

退任役員 理 事  会 沢 浩 平

理事  佐 々木 Sム文

新 役 員 ( 守牌 崎張投員 )

瑠襲副柔  /JWAR 一胡確 (1事紀1)

目醸  翻 il 製動篠 (mfI)

理 事  大 内 秀 明 (再 任)

理事   中 村 隷 城 (再 任 会 計担当)

理事   及 川 寿 恵子 (再任 サ ロン担当)

この後退任役員の挨拶と新役員の紹介が行われ15時跡分閉会しました

退任された会沢さん・阿部さん・佐々木さん大変有難うございまし名
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バザー雑感

恒例の春のバザーは今年も盛況のうちに終了いたしました。ご出品くださつた方々、お買い上げくだ

さった方々に心より御ネL申し上げます。

今日は捨てよう明日は捨てよう、出しては仕舞いするうちに、明日が明日へ数珠つなぎ。やつと決心し

てご提供いただいた品々には、思い出がすつかリシミ込んだものもあれば、値札がそのままのものもござ

いました。大変斬新なデザインや目を見張るような色彩の物もありまして、いかなる経緯で購入するに

至ったのか、当時の状況ご,い境などを聞いてみたい気が致します。

ともあれ、売上金 5万 4千 円ほどはサロンの運営資金となり皆様に遠元されることになるのですが、合

点していただけましたでしょうか。

100円のプラウスを50円に値切つた奥様、 「500円だつたけど千円寄付してきたの」くらいのホラを上手

に吹いていただきたいと思います。
バザーは寄付でございます。どうかそのことをご承知おきくださいまして、秋のバザ

ーもよろしくお願

い致します。 (袋小路の雀)


